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日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 経絡経穴2

科目基礎情報
鍼灸科 後期
1年次 必修 30時間
2単位 講義
東洋療法学校協会 経絡経穴概論

担当教員情報
安藤 亮 実務経験の有無・職種 有・鍼灸師

学習目的
 鍼灸施術の基礎となる経絡・経穴（ツボ）について、名称や、主治作用について学ぶ。鍼灸治療にとって最も重要な概念である体内をめぐ
る気の通り道である経絡を学ぶ。その経路上に存在する経穴の特性を理解することで、治療をするための方法を学ぶ。

到達目標
 鍼灸治療の基本となる、経絡の走行の理解、経穴の概念に関する知識を理解する。十四の経絡の人体における走行をするために、体表にお
ける走行経路や臓腑に関わる経路を学ぶ。更に、経絡上にある経穴の存在を確認し身に付ける。また、其々の経穴の特徴を良く理解し臨床で
応用できるようにすることを目標とする。

教育方法等
 経絡・経穴の意義と概要を最初に学ぶ。十二正経、任脈・督脈を基礎として臓腑との関係を学び、体表の走行を理解する。経穴
の存在意義を理解し概要を学ぶ。その後、任脈・督脈・十二正経上の経穴の場所を確認し、その経穴の特徴を学ぶ。

 授業日数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。講義時間に無連絡で20分以上遅れた場合、受講は
できるが出席の扱いをしない。明確な理由が無い早退は出席したとは認めない場合がある。
課題は、本科の規則に従った形式で提出する。特定の指示が有る場合を除いて、手書きでの作成を原則とする。

評
価
方
法

備  考
学期末試験にて評価を行う。

授業計画（１回〜１５回） 
授業内容 各回の到達目標

小腸経の経穴①
小腸経に所属する経穴を順番通りに正確に書けるようになる
小腸経の流注を理解し、小海（Si8)まで取穴部位や特徴を理解する

小腸経の経穴②
臑兪穴（Si19までの取穴部位や特徴を理解する
小腸経の取穴部位や特徴を理解する

膀胱経の経穴①
膀胱経に所属する経穴を順番通りに正確に書けるようになる
大腸兪穴（Bl25）までの取穴部位や特徴を理解する

膀胱経の経穴② 膀胱経の志室穴（Bl52）までの取穴部位や特徴を理解する

膀胱経の経穴③
膀胱経の至陰穴（Bl67）までのまでの取穴部位や特徴を理解する 膀胱経の取穴部位や特徴を総合的に
理解する

腎経の経穴①
腎経に所属する経穴を順番通りに正確に書けるようになる
腎経の流注を理解し、幽門穴（kl21までの取穴部位や特徴を理解する

腎経の経穴② 腎経の兪府穴（ki27）までの取穴部位や特徴を理解する  腎経の取穴部位や特徴を総合的に理解する

心包経の経穴
心包経に所属する経穴を順番通りに正確に書けるようになる
心包経の流注を理解し、取穴部位や特徴を理解する

三焦経の経穴①
三焦所属する経穴を順番通りに正確に書けるようになる
経の流注を理解し、取穴部位や特徴を理解する

三焦経の経穴② 心包経および三焦径の総復習 表裏関係を意識し取穴部位や特徴を理解する

胆経の経穴①
胆経に所属する経穴を順番通りに正確に書けるようになる
胆経の流注を理解し、風池穴（GB20)までの取穴部位や特徴を理解する

胆経の経穴② 足竅陰穴（GB44）までの取穴部位や特徴を理解する 胆経の取穴部位や特徴を総合的に理解する

肝経の経穴
肝経に所属する経穴を順番通りに正確に書けるようになる
肝経の流注を理解し、取穴部位や特徴を理解する

要穴について 五要穴 五行穴 四総穴 八会穴などについて理解し、正確に書けるようにする

総合 総合的まとめ 解からない所の確認を行い不足部分を補う


